
〒639-1160 北郡山町211-3（☎︎54-8000　  54-8001）
開館時間　9：00～ 21：30 （受付は20：00まで） 

〈12月の休館日：1日（火）・8日（火）・15日（火）・16日（水）・22日（火）
年末年始：28日（月）～令和3年1月5日（火）〉

市長てくてく城下町184
「いちじくの魅力」

日　時 タイトル名 場所・座席 料　金 チケット
発売場所

未就
学児

12/20
（日）

開演14:00
（開場13:30） 音楽のおくりもの ‘20 小ホール

全席指定
500円
※ 3才未満は無料ですが、

席が必要な場合は有料。

発売中
ホ

※隣席を空けずに販売します
○

出演：三の丸少年少女合唱団、やまと郡山城ホール少年少女マリンバ教室（6年生） 大和郡山市音楽芸術協会会員

12/26 
（土）

開演14:00
（開場13:30）

奈良フィルサロンコンサート
音楽の土曜日 vol.177
楽曲の調べとともに聴く講談「光明皇后
千人の垢流し」～アマビエで疫病退散～

レセプション
ホール
全席自由

2,000円
※ ドリンクの提供は控え

させていただきます

発売中
ホ

※ 定員の 50人になり次第
締切

×

出演：水口 真緒（ヴァイオリン）、岡野 弥生（ピアノ）、旭堂 南歌（講談師）
曲目：プレリュードとアレグロ、ノクターン遺作、ゴッドファーザー、ムーンリバー ほか

令和3年
1/17
（日）

開演15:00
（開場14:30）

奈良フィルニューイヤーコンサート 
2021 ～オーケストラ名曲アルバム～

大ホール
全席指定

一般：3,000円
学生：1,500円

（当日は500円増）

発売中
ホ・ロ・e+

※隣席を空けずに販売します
×

出演：奈良フィルハーモニー管弦楽団（オーケストラ）、粟辻 聡（指揮）、大原 末子（ナビゲーター）
曲目：サウンド オブ ミュージックメドレー、交響曲第38番ニ長調K.504「プラハ」 ほか

令和3年
2/23 

（火・祝）

開演14:00
（開場13:00） 桂米朝一門会 大ホール

全席指定
一般：3,600円
メイト会員：3,300円

（当日は500円増）

12月12日（土）10時～
発売。メイト先行発売は
12月10日（木）10時～
※ 両方、初日のホールへの電
話予約は、13時から

ホ・ロ・ぴ・e+

×

出演：桂ざこば 桂南光 桂米團治 桂吉弥 ほか

※チケット欄の記号＝発売場所　 ホ：やまと郡山城ホール窓口　 ロ：ローソンチケット　 ぴ：チケットぴあ　 e+：イープラス

　「無花果」と書いて「いちじく」と読みますが「花のな
い果物」とはどういう意味なのでしょう。
　正解は、実の中に花を咲かせるため花を咲かせずに
実をつけるように見えるからだそうです。
　そういえばいちじくの実を割ると赤いつぶつぶがあ
りますが、これが花なんですね。
　そのいちじくの生産量は奈良県が全国第7位でしか
も、大半が大和郡山市で作られていることをご存じで
しょうか。
　そこで本市の特産品いちじくをより一層盛り上げよ
うと、かつて行われたことがある「いちじくワイン」の
醸造にもう一度チャレンジしようというプロジェクト
が2年前に発足したのです。
　以来、大阪府の研究所で製法の開発に取り組んでいた
だくとともに、いちじく農家のご協力を得て昨年から羽曳
野市の飛鳥ワインで製造を開始し、令和2年2月22日に
ようやく完成お披露目にこぎつけることができました。

　名付けて『無花果の一滴』。
　ラベルのデザインは、本市と地域貢献に関する協定を
結ぶ関西文化芸術高校（奈良市）に依頼し、審査の結果、
久保美紗樹さんの作品が採用され、「ほどよい甘さとさっ
ぱりした風味」にふさわしい爽やかなボトルとなりました。
　売れ行きも大変好評で、大小あわせて約2000本が4
月上旬にはほぼ完売したと聞いています。
　今年度もチャレンジは続き、先日行われた試飲会で
初めてお目見えした「スパークリングワイン」は素晴ら
しいできばえでプロジェクトのメンバー全員が満足、
来春の発売が今から楽しみです。
　ワイン以外の加工品として乾燥イチジクやジュレの
試作品も味わうことができました。
　この動きにあわせて市観光協会は市民交流館や箱本
館紺屋での酒類販売許可を取得。
　お土産の幅が広がることを大いに期待しているとこ
ろです。
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